
産業

契約保証金などの
管理体制の改善を会計

答弁…マニュアルの周知と事務を見直していく

　　高齢者を地域で支えるために非常に重要
な役割を持つ、地域包括支援センターの増設
を求める。また、在宅を望む市民にとって必
要不可欠な訪問介護。介護報酬の値下げで苦
境に立たされている単独訪問介護事業者。消
えゆく訪問介護にならないよう施策を求める。
　　地域包括支援センターの配置については、
日常生活圏域の見直しも含め、高齢者数や業
務量など、地域の実情に応じて検討していく。
また、訪問介護を含め
た総合的な介護サービ
ス基盤整備のため、介
護事業所が新規参入し
やすい施策について調
査・研究していく。

　　契約は、守ることでお互いの信頼関係を
築き、また、社会からの信頼を得ることにつ
ながる。よって地域クラブ活動推進事業にお
けるずさんな契約から生じた契約保証金未納
問題は看過できない。このような歳入歳出外
現金の管理体制の徹底と事務の見直しを求め
る。
　　歳入歳出外現金の管理体制は、歳計現金
の例により出納及び保管を行っている。契約
保証金についてはマニュアルに基づき適切な
事務の執行及び管理がなされるよう周知して
いく。さらに、契約保証金の納付及び返還の
期限を管理できるよう事務の見直しをしてい
く。

答

答

問

問

高齢
野々口眞由美  議員（TSUNAGU） 
高齢者福祉のこれから
答弁…第10期計画の策定に向け検討していく

商業店舗開店に伴う
周辺整備を道路　　2024年人事院勧告についてどのように

捉え、それを市職員の給与改定に反映させる
のか。4・5年度の全職員の時間外勤務は延べ
何時間か。また、4・5年度ごとの月45時間
以上時間外勤務を行った職員は何人いるか。
　　埼玉県人事委員会の勧告や近隣自治体の
動向も踏まえながら、基本的に人事院勧告の
内容に準拠し、県の勧告後、適切に対応する。
時間外勤務時間は、4年度31,262時間、5年
度28,696時
間、45時間
を超えた職
員は4年度
112人、5年
度97人であ
る。

答弁…店舗開店後の道路状況に応じて判断する
　　秋に開店が予定されているベルク白岡上
野田店周辺道路の交通量は増えると想定され
る。市道9433号線を含む周辺道路の側溝蓋
架けは十分されているか。
　　市道9433号線は、住宅の建ち並ぶ箇所
や交差点付近の側溝蓋架けについて実施済み
である。店舗周辺道路の側溝蓋整備について
は、開店後の交通状況を把握した上で、設置
の必要性を判断していく。

答

答

市役所庁舎

問

問

職員
浜口清志  議員（日本共産党） 
人事院勧告と市職員の
給与等の改善
答弁…人事院勧告を踏まえ適切に対応する

のりあい交通の未来に向けて交通

答弁…のりあい交通の普及に努めていく

　　介護サービスが適正・円滑に行われるた
めには、高齢者施策の確実な展開が必要であ
る。介護認定期間短縮は、最重視すべきであ
る。高齢化が進む中、調査員の増員、調査委
託料の単価見直しが重要であるが、今後の対
策について伺う。
　　認定調査のＤＸ化を推進し、調査件数の
増加に努める。また、調査委託料の見直しに
ついて検討し、協力事業所の確保に努める。
介護サービスを必要とするかたができるかぎ
り早く適切なサー
ビスを受けられる
よう、申請から認
定までの更なる期
間短縮に努める。

　　のりあい交通は10年目を迎え、市民の方
から非常に多くの意見を聞く。公共交通の利
用実態調査から、今後の進捗を伺う。また、
新たな取組として、予約方法、車両の改善、
収支率の改善、エリア拡大、登録や予約の周
知の連携について伺う。
　　インターネット予約、キャッシュレス決
済導入等の改善を図っている。車両サイズは
適切と考える。広告費等の収入については他
の事例を調査・研究する。エリア拡大は民業
圧迫にならぬよう慎重に検討する。登録や予
約の周知は各施設と連携し、普及促進に努め
る。

答

答

福祉
和賀正義  議員（TSUNAGU）
高齢者福祉の現状と今後は
答弁…申請から認定までの期間短縮に努める

問

問

市の猛暑対策は猛暑　　県知事が「白岡市などの梨の振興」を表
明した。また、藤井市長も「いちごの赤と梨
の白で、当市の農業の産業化を図る」と表明
している。この状況下、①具体的には、梨産
業をどうしていくのか。②当市の農業の産業
化をどう志向していくのか。
　　①梨の積極的なPR活動により白岡美人
のブランド化を推進するとともに梨の苗木及
び防除ネット等の助成を継続して実施するな
ど、様々な形で梨の振興に取り組む。②梨と
いちごの紅白のイ
メージが定着する
よう本市の立地を
活かした都市近郊
型農業を確立する。

答弁…今後も熱中症予防の啓発に努めていく
　　①本年7・8月の救急車による熱中症搬送
者は何人か。②国・県の対策はどうなってい
るか。また、クーリングシェルター開設は何
回あったか。③来年に向け、市はどういう対
策を考えているのか。
　　①7月は25人、8月は7人であった。②国
は熱中症特別警戒情報やクーリングシェル
ターの制度を創設した。県は熱中症予防のた
め「まちのクールオアシス」事業を実施中。
クーリングシェルターの開設はない。③引き
続き、機会を捉えて熱中症予防の啓発に努め
る。

答

答

問

問

加藤一生  議員（白和） 
農業の産業化策は
答弁…魅力ある都市近郊型農業を確立する

「白岡美人」の梨箱

　一人につき2項目までを要約して掲載しています。各議員の全質問事項は、市議会ホームページ
及び録画配信をご覧ください。また、提出された原稿を尊重し、表現は統一されていません。一般

質問 市政のそこが聞きたい!市政のそこが聞きたい!

▲録画配信

▲市議会HP
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